
今回はＦａｃｅｂｏｏｋ（以下Ｆｂという）のお話です。 

 

 

Ｆｂには、「友達リクエスト」という機能があり、友達にな

りたい人に「友達リクエスト」を出して、相手に承認しても

らうというやりとりでＦｂ上の交友関係を広げていくのが一

つの特徴なのですが、このリクエストに、軽い気持ちで承認

してしまい、Ｆｂ上の友達になってしまうと・・・気づいた

ら、自分の個人情報が流出していたり、偽者に自分がなりす

まされてしまうかもしれないのです。 

 

 

そもそも、面識がない人からの「友達リクエスト」なんて承認しないので

は？と思うかもしれませんが、相手は、異性であることが多く、利用者が思

わず承認してしまうような巧妙な手口を使ってくるのです。以下にそのパタ

ーンを紹介しましょう。 

（１）写真のない知らない人物から来る友達リクエスト 

登録名がローマ字であったり、基本情報（性別・名前など）だけしか登録

されていなかったり、タイムライン（ツイッターなどのつぶやきのようなも

の）への投稿がほとんどなかったりするので、どんな人物なのか分からない、

という特徴がある。 

（２）写真付きではあるが知らない人物からメッセージ付きで来る友達リク

エスト 

 写真付で、基本情報以外にもプロフィールやタイムラインへの投稿も比較

的されていて、プロフィールも利用者と共通の出身地や出身校などであるこ

とが多い。「メッセージ」というＦｂ上のメール機能で連絡を取ってくる。 

（３）友人・知人と同じ又は似たような名前の人物から送られてくる友達リ

クエスト 

 利用者にとって多少心当たりがある名前で友達リクエストを送ってくる。 

特に、Ｆｂ上の友達と同じ名前の人物から来た友達リクエストは、なりす

ましの可能性が高い。 

 

 

もしこれらのリクエストを承認してしまうとどうなるのでしょうか？ 

まず、考えられるのは、利用者の個人情報の流出です。Ｆｂは実名での登

録ですし、生年月日や出身地など個人情報が溢れていますから、それを元に

ＩＤ・パスワードを悪用され、なりすましによる買い物をされたりする可能

性もあります。また、メッセージのやりとりを通じて、最終的にはアダルト

サイトや有料サイト等へ誘導されるケースもあります。最悪の場合には自分

のアカウントが乗っ取られてしまうこともあるようです。 

 

 

友達リクエストが来たからといって、簡単に承認するのではなく、送って

きた相手とメッセージのやりとりをして間違いなく友人・知人であるか確認

することが大事です。また、自分がＦｂ上に公開している情報についても、

公開する範囲を制限するなど、ターゲットになりにくくすることも必要です。 

ＦｂをはじめとするＳＮＳは気軽に友達の関係を広げていける便利なツー

ルですが、便利であればあるほど、それを悪用する人も現れます。こうした

知識を身につけた上で、安心して楽しく利用していきたいものですね。 

 

◆消費者教育高校生講座◆ 
 

千葉司法書士会では、毎年県下の高校に講師を派遣し、

標記事業を行っております。 

 司法書士としての実務経験を生かして、契約の基礎や、

悪質商法への対処法、多重債務問題等について講義をし、

これから社会に出る生徒の皆さんに法的なものの考え方

を学んで頂くことを目的としております。 

 

活動実績 

平成１９年度：５校で開催 平成２２年度：１７校で開催 

平成２０年度：５校で開催 平成２３年度：２０校で開催 

平成２１年度：１８校で開催 平成２４年度：１８校で開催 

お問い合わせ先：千葉司法書士会事務局 ０４３－２４６－２６６６ 
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